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(57)【要約】
本発明に係る電気エネルギー蓄電モジュールは、互いに
側面部が隣接するように配列された複数の蓄電用構成部
材と、それらの周囲を囲むように設計された外殻部材と
、電気的絶縁部材と、を備え、前記蓄電用構成部材の各
々は、両端が端面部材によって密封された少なくとも一
つの側壁部材を含んでおり、前記複数の蓄電用構成部材
は、棒状の導電性部材によって２箇所ずつが電気的に接
続され、前記棒状の導電性部材は、各構成部材の少なく
とも一方の端面に沿って延伸しながら前記複数の蓄電用
構成部材を接続し、前記棒状の導電性部材とそれぞれ関
係付けられた前記電気的絶縁部材は底面部とリム部を含
み、前記リム部は、前記底面部の周囲を囲んで前記底面
部から垂直に延伸し、前記棒状導電性部材により接続さ
れた２つの隣接する前記蓄電用構成部材のそれぞれの端
面に当接し、前記底面部は、前記２つの隣接する蓄電用
構成部材のそれぞれの端面に対して並行であり、前記リ
ム部は、前記２つの隣接する蓄電用構成部材の側壁面に
沿って高さ方向の少なくとも一部に跨って延伸する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに側面部が隣接するように配列された複数の電気エネルギー蓄電用構成部材と、
　前記複数の蓄電用構成部材の周囲を囲むように設計された固い外殻部材と、を備え、
　前記蓄電用構成部材の各々は、両端が端面部材によって密封された少なくとも一つの側
壁部材を含んでおり、前記複数の蓄電用構成部材は、棒状の導電性部材によって２箇所ず
つが電気的に接続され、
　前記棒状の導電性部材は、各構成部材の少なくとも一方の端面に沿って延伸しており、
第１の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の蓄電用構成部材の第１の端面を、これと
隣接する第１の構成部材の一方の端面と接続し、第２の棒状導電部材が、前記少なくとも
一つの所与の蓄電用構成部材の第２の端面を、これと隣接する第２の構成部材の一方の端
面と接続することにより、前記棒状の導電性部材は、前記複数の蓄電用構成部材を接続し
、
　前記蓄電モジュールは、電気的絶縁性を有する素材により形成された電気的絶縁部材を
さらに含み、前記電気的絶縁部材は、底面部とリム部を含み、
　前記リム部は、前記底面部の周囲を囲みながら前記底面部からほぼ垂直に延伸し、前記
電気的絶縁部材の各々は、一本の前記棒状の導電性部材と関係付けられており、前記棒状
の導電性部材により互いに接続された２つの隣接する前記蓄電用構成部材のそれぞれの端
面に当接し、
　それにより、前記底面部は、前記２つの隣接する蓄電用構成部材のそれぞれの端面に対
して並行であり、前記リム部は、前記２つの隣接する蓄電用構成部材の側壁面に沿って延
伸し、前記２つの隣接する蓄電用構成部材の高さ方向の少なくとも一部に跨って延びてい
る、ことを特徴とする電気エネルギー蓄電モジュール。
【請求項２】
　前記複数の蓄電用構成部材の中には、一方の端面から出力コネクタを介して出力端子へ
と接続する少なくとも一つの蓄電用構成部材が含まれ、前記蓄電モジュールは、電気的な
絶縁性を有する素材で形成され、前記出力コネクタと関係付けられた少なくとも一つの追
加的な電気的絶縁部材をさらに備え、
　前記少なくとも一つの追加的な電気的絶縁部材は、底面部とリム部を備え、前記リム部
は、前記底面部の周囲を囲みながら前記底面部からほぼ垂直に延伸し、
　前記少なくとも一つの追加的な電気的絶縁部材は、前記出力端子と接続された前記蓄電
用構成部材の端面に当接することによって、前記底面部は、前記端面と並行となり、前記
リム部は、前記蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、前記蓄電用構成部材の高さ方向
の少なくとも一部に跨って延びている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電気エネルギー蓄電モジュール。
【請求項３】
　前記出力コネクタは、Ｌ字型形状となるように構成され、
　前記Ｌ字型形状を形成する接合部材から成る第１壁面部は蓄電用構成部材の端面に沿っ
て延伸し、
　前記Ｌ字型形状において当該第１壁面部に対して垂直となるように設けられた第２壁面
部は、当該出力コネクタを壁面に沿って担持するように構成され、
　前記少なくとも一つの追加的な電気的絶縁部材は、前記蓄電用構成部材と前記出力コネ
クタの周囲を取り囲むように構成されることにより、前記追加的な電気的絶縁部材のリム
部は、前記蓄電用構成部材の側壁面と前記出力コネクタの第２壁面に沿って延伸する、
ことを特徴とする請求項２に記載の電気エネルギー蓄電モジュール。
【請求項４】
　前記追加的な電気的絶縁部材が備える前記リム部は、前記出力端子の長手方向に跨って
延伸しないように構成されている、
ことを特徴とする請求項３に記載の電気エネルギー蓄電モジュール。
【請求項５】
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　前記蓄電モジュールに含まれる前記電気的絶縁部材の総数は、前記蓄電モジュール内に
含まれる蓄電用構成部材の個数の半分より多く、特に、前記蓄電用構成部材の個数に１を
加算した数に等しい個数である、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の電気エネルギー蓄電モジ
ュール。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの電気的絶縁部材は、プラスチック製であり、具体的には、ポリプ
ロピレン等のような熱可塑性のある素材で形成されている、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の電気エネルギー蓄電モジ
ュール。
【請求項７】
　前記棒状の導電性部材あるいは前記出力コネクタと前記電気的絶縁部材との間に平板状
絶縁材が介装され、前記平板状絶縁材は、熱的な絶縁性を有する素材でできており、特に
、前記平板状絶縁材は、ＥＰＤＭを素材として形成されている、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の電気エネルギー蓄電モジ
ュール。
【請求項８】
　少なくとも一つの前記蓄電用構成部材は、管状部材と被覆部材とを含んでおり、
　前記管状部材は、側壁面を含むと共に、少なくとも一方の端部に開口部が設けられ、
　前記被覆部材は、前記蓄電用構成部材の端面を形成すると共に、前記管状部材の一方の
端部を密封するように構成される、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか一項に記載の電気エネルギー蓄電モジ
ュール。
【請求項９】
　前記被覆部材は、前記蓄電用構成部材の端面を形成する壁面部と、前記壁面部を取り囲
むと同時に前記管状部材の側壁面を取り囲むスカート部を含み、
　前記電気的絶縁部材が備える前記リム部の高さは、前記蓄電用構成部材が備える前記被
覆部材のスカート部の高さと等しいか前記スカート部の高さよりも高い、
ことを特徴とする請求項８に記載の電気エネルギー蓄電モジュール。
【請求項１０】
　互いに側面部が隣接するように配列された複数の電気エネルギー蓄電用構成部材と、そ
れら複数の蓄電用構成部材の周囲を囲むように設計された固い外殻部材と、を備える電気
エネルギー蓄電用の蓄電モジュールを製造する方法であって、
　前記蓄電用構成部材の各々は、両端が端面部材によって密封された少なくとも一つの側
壁部材を含んでおり、
　－前記複数の蓄電用構成部材は、棒状の導電性部材によって２箇所ずつが電気的に接続
され、前記棒状の導電性部材は、前記蓄電用構成部材の各々の少なくとも一方の端面に沿
って延伸しており、第１の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の蓄電用構成部材の第
１の端面を、これと隣接する第１の構成部材の一方の端面と接続し、第２の棒状導電部材
が、少なくとも一つの所与の蓄電用構成部材の第２の端面を、これと隣接する第２の構成
部材の一方の端面と接続することによって、前記棒状の導電性部材は、前記複数の蓄電用
構成部材を接続し、
　－電気的絶縁性を有する素材により形成された電気的絶縁部材であって、前記電気的絶
縁部材は、底面部とリム部を含み、前記リム部は、前記底面部の周囲を囲みながら前記底
面部からほぼ垂直に延伸し、前記電気的絶縁部材の各々は、一本の前記棒状の導電性部材
と関係付けられており、前記棒状の導電性部材により互いに接続された２つの隣接する蓄
電用構成部材のそれぞれの端面に当接し、それにより、前記電気的絶縁部材の底面部は、
前記２つの隣接する蓄電用構成部材のそれぞれの端面に対して並行であり、前記リム部は
、前記２つの隣接する蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、前記２つの隣接する蓄電
用構成部材の高さ方向の少なくとも一部に跨って延びている、
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ことを特徴とするエネルギー蓄電用の蓄電モジュールの製造方法。
【請求項１１】
　少なくとも一つの前記蓄電用構成部材の一方の端面は、前記出力コネクタを介して前記
出力端子に接続されており、電気的絶縁性を有する素材でできた追加的な電気的絶縁部材
は、底面部とリム部を含み、
　前記リム部は前記底面部の周囲を取り囲むようにして前記底面部に対してほぼ垂直に延
伸し、前記出力端子と接続されている前記蓄電用構成部材の一方の端面に当接するように
配置されていることにより、前記底面部は、前記端面と並行となり、前記リム部は、前記
蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、前記蓄電用構成部材の高さ方向の少なくとも一
部に跨って延びている、
ことを特徴とする請求項１０記載のエネルギー蓄電用の蓄電モジュールの製造方法。
【請求項１２】
　少なくとも一つの前記棒状導電部材あるいは前記出力コネクタと、関連する前記電気的
絶縁部材との間に平板状絶縁材が介装されている、
ことを特徴とする請求項１１に記載のエネルギー蓄電用の蓄電モジュールの製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、電気エネルギー蓄電用の複数の構成部材を含む電気エネルギー蓄電モジュー
ルの分野と関係する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明の目的とするところは、電気エネルギー蓄電用の複数の構成部材を含む電気エネ
ルギー蓄電モジュールを実現することである。一般的に、そのようなモジュールは、互い
に側面部が隣接するように配列された複数の電気エネルギー蓄電用構成部材を含んでおり
、それら複数の蓄電用構成部材は、それらの周囲を囲むように設計された固い外殻部材の
中に配置されている。電気エネルギー蓄電用構成部材の各々は、両端が端面部材によって
密封された少なくとも一つの側壁部材を含んでおり、複数の蓄電用構成部材は、棒状の導
電性部材によって２箇所ずつが電気的に接続されており、当該棒状の導電性部材は、各蓄
電用構成部材の少なくとも一方の端面に沿って延伸している。従って、これら複数の蓄電
用構成部材は、直列となるように電気的に接続されており、具体的には、これら複数の蓄
電用構成部材を接続するための上述した棒状の導電性部材は、以下のように配置されてい
る。すなわち、第１の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の蓄電用構成部材の第１の
端面を、これと隣接する第１の蓄電用構成部材の一方の端面と接続している。また、第２
の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の蓄電用構成部材の第２の端面を、これと隣接
する第２の蓄電用構成部材の一方の端面と接続している。以下において後述する２つの例
外的な蓄電用構成部材を除いて、これら全ての蓄電用構成部材は、上記のような態様で電
気的に接続されている。当該２つの例外的な蓄電用構成部材のそれぞれは、一方の側にお
いて、単一の隣接する蓄電用構成部材と接続され、他方の側において、（それぞれ正極ま
たは負極の）出力端子と接続されている。
【０００３】
　それら複数の蓄電用構成部材は、直列に接続されているので、（棒状の導電性部材によ
って相互接続されている２つの端面間を除いて）隣接する蓄電用構成部材間との間では電
位が同一とはならないようにするために、隣接する蓄電用構成部材間では互いに電気的な
絶縁状態を維持する必要がある。これを実現するために、当該蓄電モジュールの外殻部材
の内壁面に隣接するように当該蓄電モジュールの底面部に平板状絶縁材を配置することが
当該技術分野において公知である。この平板状絶縁材は熱伝導性と電気的な絶縁性を有す
る素材から形成され、電気エネルギー蓄電用構成部材の各々を収容するための複数の収容
構造部分を含んでいる。また、当該複数の収容構造部分は、離間部材によって相互に所定
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の間隔をあけて離間させられているので、隣接する蓄電用構成部材間でのあらゆる接触状
態を回避することが可能になっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的に、上記のような平板状絶縁材はＥＰＤＭという素材で形成され、この素材は高
価な素材であるものの、上述した構造の蓄電モジュール内で充分な絶縁状態を達成するこ
とが唯一可能な素材でもある。特に、上述した絶縁用の立体構造は、相当程度の厚みを有
する板状部材を使用することを必要とするので、この素材を所望の立体構造に形成するこ
とも高コストとなる。以上より、上述した蓄電モジュールと関連した製造コストの中でも
特に、絶縁機能の実現に必要な製造コストを低減するための工夫が求められている。
【０００５】
　本発明は上述した目的を達成することが可能であり、従来技術と比べて、電気的絶縁性
の観点からより良好な性能を有し、かつ、製造コストを低く抑えることが可能な蓄電モジ
ュールを完成させるための実現方法を開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために、本発明に係る電気エネルギー蓄電モジュールは、互いに側
面部が隣接するように配列された複数の電気エネルギー蓄電用構成部材と、それら複数の
構成部材の周囲を囲むように設計された固い外殻部材と、を備えている。さらに、当該蓄
電用構成部材の各々は、両端が端面部材によって密封された少なくとも一つの側壁部材を
含んでおり、複数の蓄電用構成部材は、棒状の導電性部材によって２箇所ずつが電気的に
接続されている。ここで、当該棒状の導電性部材は、各構成部材の少なくとも一方の端面
に沿って延伸しており、当該棒状の導電性部材は、当該複数の蓄電用構成部材を以下のよ
うに接続している。すなわち、第１の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の構成部材
の第１の端面を、これと隣接する第１の構成部材の一方の端面と接続している。また、第
２の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の構成部材の第２の端面を、これと隣接する
第２の構成部材の一方の端面と接続している。本発明に係る電気エネルギー蓄電モジュー
ルは、電気的絶縁性を有する素材により形成された電気的絶縁部材をさらに含み、当該電
気的絶縁部材は、底面部とリム部を含み、当該リム部は、当該底面部の周囲を囲みながら
当該底面部からほぼ垂直に延伸する。当該電気的絶縁部材の各々は、一本の棒状の導電性
部材と関係付けられており、当該棒状の導電性部材により互いに接続された２つの隣接す
る蓄電用構成部材のそれぞれの端面に当接し、それにより、当該電気的絶縁部材の底面部
は、上記２つの隣接する蓄電用構成部材のそれぞれの端面に対して並行であり、当該リム
部は、上記２つの隣接する蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、上記２つの隣接する
蓄電用構成部材の高さ方向の少なくとも一部に跨って延びている。
【０００７】
　このようにして、特定の電位を有しながら複数の蓄電用構成部材の終端部をそれぞれ構
成する各端面は、当該電気的絶縁部材により、当該特定の電位とは異なる電位を有する他
の蓄電用構成部材から電気的に絶縁される。このような絶縁機能は、互いに隣接し、電位
が同一ではない２つの蓄電用構成部材間に配置された当該電気的絶縁部材のリム部によっ
て形成され、電気的絶縁材を素材とする離間部材の存在によって実現される。また、この
電気的絶縁部材の底面部は、蓄電モジュールの外側を覆う固い外殻部材から当該複数の蓄
電用構成部材を電気的に絶縁する。
【０００８】
　その結果、従来技術に関して上述した平板状絶縁材を蓄電モジュールから取り除くこと
が可能となり、さもなければ、熱伝導特性上の理由から上述した平板状絶縁材を取り除か
ずに残しておいてもよいが、その一方で、本発明に係る電気的絶縁部材が存在することに
より、平板状絶縁材の構造を大幅に簡略化することができ、当該平板状絶縁材の厚みと形
状に対しては、従来技術において課されてきた制約条件をもはや課されることがない。従
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って、この平板状絶縁材の製造に関連するコストが取り除かれるか又は大幅に軽減され、
従来よりも安価な素材で形成され得る本発明の電気的絶縁部材の製造コストは、従来の平
板状絶縁材に関連する製造コストと比べて達成され得るコスト抑制効果が大きい。実際、
本発明に係る電気的絶縁部材は、２つの蓄電用構成部材のみを取り囲む構造となっている
ことに起因して、本発明に係る電気的絶縁部材は、実際に設計が簡単化され、より経済的
に製造可能となっている。
【０００９】
　加えて、本発明に係る電気的絶縁部材が有するリム部の働きにより、当該電気的絶縁部
材は、液体を回収することが可能な椀構造を形成する。その結果、電気エネルギー蓄電用
の構成部材の破損や取り付け不良により電解質溶液が漏れ出た場合であっても、当該電解
質溶液は椀形状を有する当該電気的絶縁部材の中に保持され、当該電気的絶縁部材によっ
て仕切られた蓄電モジュールの周辺外部に電流が漏れ出る事態を発生させないようにして
いる。以上より、本発明は、蓄電モジュール内において短絡状態を生じさせないようにし
、それにより、蓄電モジュールの安全性を高めることができる。
【００１０】
　本発明に係る蓄電モジュールは、以下の一覧に列挙された技術的特徴のいずれか一つ以
上をさらに含むことが可能である。
【００１１】
　当該蓄電モジュールは、一方の端面から出力コネクタを介して出力端子へと接続する少
なくとも一つの蓄電用構成部材を含み、当該蓄電モジュールは、電気的な絶縁性を有する
素材で形成され、当該出力コネクタと関係付けられた少なくとも一つの追加的な電気的絶
縁部材をさらに備え、当該少なくとも一つの追加的な電気的絶縁部材は、底面部とリム部
を備え、当該リム部は、当該底面部の周囲を囲みながら当該底面部からほぼ垂直に延伸す
る。また、当該少なくとも一つの追加的な電気的絶縁部材は、当該出力端子と接続された
蓄電用構成部材の端面に当接することによって、当該底面部は、当該端面と並行となり、
当該リム部は、当該蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、当該蓄電用構成部材の高さ
方向の少なくとも一部に跨って延びている。このようにして、直列に接続された一連の蓄
電用構成部材の末端に位置する蓄電用構成部材は、蓄電モジュールの出力端子にそれぞれ
接続され、一方の端面においてのみ他の蓄電用構成部材と接続される。しかしながら、当
該出力端子と接続されている方の端面は、電気的絶縁部材の働きによって他の蓄電用構成
部材や外殻部材から絶縁されており、これは他とは若干異なる外形を有する。
【００１２】
　特に、当該出力コネクタは、Ｌ字型形状となるように構成され、当該Ｌ字型形状を形成
する接合部材から成る第１壁面部は蓄電用構成部材の端面に沿って延伸し、当該Ｌ字型形
状において当該第１壁面部に対して垂直となるように設けられた第２壁面部は当該出力コ
ネクタを壁面に沿って担持するように構成されている。また、当該少なくとも一つの追加
的な電気的絶縁部材は、当該蓄電用構成部材と当該出力コネクタの周囲を取り囲むように
構成されることにより、当該追加的な電気的絶縁部材のリム部は、当該蓄電用構成部材の
側壁面と当該出力コネクタの第２壁面に沿って延伸する。
【００１３】
　この場合、当該追加的な電気的絶縁部材のリム部は、出力端子の長手方向に跨って延伸
していないので、当該出力端子をより簡単に外部と接続可能にする。
【００１４】
　本発明に係る蓄電モジュールに含まれる電気的絶縁部材の総数は、当該蓄電モジュール
内に含まれる蓄電用構成部材の個数の半分より多く、具体的には、蓄電用構成部材の個数
に１を加算した数に等しい個数とすることが可能である。第１のケースにおいては、最低
でも全ての蓄電用構成部材を互いに絶縁しながら製造コストを抑制することができる。さ
らに、外殻部材に対する絶縁は、少なくとも部分的には、当該蓄電モジュールの他の構成
要素によって実現され、具体的には、上述した平板状絶縁材によって実現することが可能
である。第２のケースにおいては、本発明に係る電気的絶縁部材は、複数の棒状導電部材
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の各々および複数の出力コネクタの各々と関係付けられていることにより、当該蓄電モジ
ュール内での安全性を最大化し、外殻部材に対する蓄電用構成部材を絶縁する機能を当該
電気的絶縁部材に帰着させることが可能となる。
【００１５】
　少なくとも一つの電気的絶縁部材は（好適には、電気的絶縁部材の各々は）、プラスチ
ック製であり、具体的には、ポリプロピレン等のような熱可塑性のある素材でできていて
もよい。実際、そのような素材が持つ絶縁特性と成型加工時の特性により、そのような素
材は当該電気的絶縁部材を製造するために理想的な素材と成り得る。当該電気的絶縁部材
は、具体的には、単純で安価な製造工程である熱成型処理によって製造することが可能で
ある。
【００１６】
　平板状絶縁材は、熱的な絶縁性を有する素材でできており、具体的には、ＥＰＤＭ等を
素材として形成されており、棒状の導電性部材あるいは出力コネクタと電気的絶縁部材と
の間に介装されている。この実施形態は技術的に特に優れている。実際、一方では絶縁性
能を向上させることを可能にする板材を使用した場合でさえ、用いられる平板状絶縁材の
要求品質すなわち製造コストは抑制される。また、他方では、本発明に係る電気的絶縁部
材内に収容された蓄電用構成部材からの部分的な放電に起因した細かいひび割れの発生を
回避することができ、これは、本発明に係る電気的絶縁部材と蓄電用構成部材との間に存
在する空洞の空間のおかげである。実際、本発明に係る電気的絶縁部材は固くできている
ので、蓄電用構成部材の外形形状にピッタリと適合するようにはなっていない反面、従来
から用いられてきた平板状絶縁材はより柔軟な素材でできており、蓄電用構成部材の外形
形状にピッタリと適合することは簡単に実現してしまう。従って、本発明に係る蓄電モジ
ュールの上記のような構造設計原理は、当該蓄電モジュール内での細かいひび割れの発生
を回避可能にすることに留意されたい。上記のような構造設計原理を採用するのでなけれ
ば、上述したように、当該電気的絶縁部材と外殻部材との間に平板状絶縁材を介装するこ
とも可能である。
【００１７】
　少なくとも一つの蓄電用構成部材は、管状部材と被覆部材とを含んでおり、当該管状部
材は、側壁面を含むと共に、少なくとも一方の端部に開口部が設けられ、当該被覆部材は
、蓄電用構成部材の端面を形成すると共に、当該管状部材の一方の端部を密封することが
可能である。より具体的には、当該管状部材は、円形断面を有するが当該管状部材の断面
形状の円形に限られない。
【００１８】
　この場合、好適には、当該被覆部材は、蓄電用構成部材の端面を形成する壁面部と、当
該壁面部を取り囲むと同時に当該管状部材の側壁面を取り囲むスカート部を含んでいる。
さらに具体的には、当該電気的絶縁部材が備えるリム部の高さは、蓄電用構成部材が備え
る被覆部材のスカート部の高さと等しいかスカート部の高さよりも高い。被覆部材のスカ
ート部は、蓄電用構成部材の残りの部分よりも大きな直径を有し、このような大きさのス
カート部のみを覆うことにより、隣接する蓄電用構成部材が当該蓄電用構成部材と接触状
態とならないことを実際に保証している。考えられ得る一つの事例として、当該リム部は
、蓄電用構成部材の高さ方向の一部（好適には蓄電用構成部材の高さの２０％）を覆うよ
うにしてもよい。このようにすることにより、良好な絶縁性能を保証すると共に、電気的
絶縁部材の製造コストを最小化することができる。
【００１９】
　本発明はさらに、電気エネルギー蓄電用の蓄電モジュールを製造するための製造方法を
得ることを目的とし、当該蓄電モジュールは、互いに側面部が隣接するように配列された
複数の電気エネルギー蓄電用構成部材と、それら複数の構成部材の周囲を囲むように設計
された固い外殻部材と、を備えており、さらに、当該蓄電用構成部材の各々は、両端が端
面部材によって密封された少なくとも一つの側壁部材を含んでおり、
　－複数の蓄電用構成部材は、棒状の導電性部材によって２箇所ずつが電気的に接続され
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ている。ここで、当該棒状の導電性部材は、各構成部材の少なくとも一方の端面に沿って
延伸しており、当該棒状の導電性部材は、当該複数の蓄電用構成部材を以下のように接続
している。すなわち、第１の棒状導電部材が、少なくとも一つの所与の構成部材の第１の
端面を、これと隣接する第１の構成部材の一方の端面と接続している。また、第２の棒状
導電部材が、少なくとも一つの所与の構成部材の第２の端面を、これと隣接する第２の構
成部材の一方の端面と接続している。
　－電気的絶縁性を有する素材により形成された電気的絶縁部材であって、当該電気的絶
縁部材は、底面部とリム部を含み、当該リム部は、当該底面部の周囲を囲みながら当該底
面部からほぼ垂直に延伸する。当該電気的絶縁部材の各々は、一本の棒状の導電性部材と
関係付けられており、当該棒状の導電性部材により互いに接続された２つの隣接する蓄電
用構成部材のそれぞれの端面に当接し、それにより、当該電気的絶縁部材の底面部は、上
記２つの隣接する蓄電用構成部材のそれぞれの端面に対して並行であり、当該リム部は、
上記２つの隣接する蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、上記２つの隣接する蓄電用
構成部材の高さ方向の少なくとも一部に跨って延びている。
【００２０】
　好適には、少なくとも一つの蓄電用構成部材の一方の端面は、出力コネクタを介して出
力端子に接続されており、電気的絶縁性を有する素材でできた追加的な電気的絶縁部材は
、底面部とリム部を含み、当該リム部は当該底面部の周囲を取り囲むようにして当該底面
部に対してほぼ垂直に延伸し、当該出力端子と接続されている蓄電用構成部材の一方の端
面に当接するように配置されていることにより、当該底面部は、当該端面と並行となり、
当該リム部は、当該蓄電用構成部材の側壁面に沿って延伸し、当該蓄電用構成部材の高さ
方向の少なくとも一部に跨って延びている。
【００２１】
　好適には、平板状絶縁材は少なくとも一つの棒状導電部材あるいは出力コネクタと、こ
れらに関連する電気的絶縁部材との間に介装される。以下、本発明の実施形態に従い、蓄
電用モジュールの非限定的な例について、添付図面の助けを借りながら後述する。これら
の添付図面について簡単に説明すると以下のとおりである。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の幾つかの実施形態に従って構成された蓄電モジュールの斜視図と分解図
である。
【図２】本発明の幾つかの実施形態に従って構成された蓄電モジュールが備える出力コネ
クタの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１を参照すると、蓄電モジュール１０は、複数の蓄電用構成部材１００が収容される
外殻部材１２を含んでいる。この外殻部材１２は、上側壁面１４と下側壁面１６を含む２
つの壁面部と共に、側壁面部１８を含んでおり、これらの壁面部は幾つかの構成部品を組
み立てて作られている。これらの壁面部は、特に、アルミニウム等のような金属の素材で
作られている。
【００２４】
　蓄電用構成部材１００の各々は、電気エネルギー蓄電素子と電解質溶液を包含する筐体
１０２を含んでおり、通常、当該電気エネルギー蓄電素子は、当該電解質溶液によって含
浸させられている。
【００２５】
　当該電気エネルギー蓄電素子は、複合材と分離材とを一緒にして螺旋形状となるように
巻き取ることによりコイルとして形成されるものであってもよい。本発明の開示範囲内に
おいては、「複合材」とは少なくとも２つの層を含む積層構造であり、特に、当該複合材
の正の電極と負の電極をそれぞれ形成するように設計された２つの電極層を含む積層構造
である。
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【００２６】
　蓄電用構成部材１００の筐体１０２は、側壁面を有する円筒形状である本体部１０４す
なわち管状部材１０４を含んでいる。管状部材１０４の中心軸は蓄電用構成部材１００の
長手方向軸に対応する。管状部材１０４の両端部には開口部が設けられている。代替的に
、管状部材１０４の一方の端部には底面部が含まれ、他方の端部にのみ開口部が設けられ
ていることにより、当該電気エネルギー蓄電素子を筐体１０２内に挿入することが可能と
なる。この場合、管状部材１０４の底面部における外壁面は、ほぼ平坦な面であることが
好ましく、それにより、当該外壁面上の任意の位置に棒状の導電性部材を溶接することが
可能となる。管状部材１０４の外形形状は円筒形以外の形状（具体的には、平行６面体形
状など）であってもよいが、蓄電用構成部材１００の長手方向軸に対して対称となる形状
であることが好ましい。
【００２７】
　本体部１０４の各端部（この実施形態では本体部１０４の２つの端部）は、被覆部材１
０６によって密封される。被覆部材１０６の各々は、本体部１０４の端部に設けられた開
口部を密封するための被覆用壁面部を含んでいる。この被覆部材１０６は、以下の２つの
壁面部を含んでいる。
　－上記電気エネルギー蓄電素子と接続するように設計されている内壁面部。
　－棒状の導電性部材１１０と（例えば、溶接により）接続されるように設計された外壁
面部（なお、棒状の導電性部材１１０の役割と構成は以下において詳しく後述する）。
【００２８】
　被覆部材１０６の外壁面部はほぼ平坦な面であることが好ましい。より厳密に言うと、
この外壁面部は中心部において隆起が無く、外縁部においてエッジが無い形状であること
が好ましい。これにより、棒状の導電性部材１１０を溶接することができる被覆部材１０
６上の表面積を最大にすることが可能となる。このようにして、被覆部材１０６において
棒状の導電性部材１１０を溶接する際の空間的自由度が増加し、以下においてより詳しく
後述するように、棒状の導電性部材１１０が溶接される蓄電用構成部材１００の設置位置
から相対的に見て、被覆部材１０６上での棒状の導電性部材１１０の溶接位置を大きく変
動させることが可能となる。しかしながら、本発明は、その一方の端部に設けられた外壁
面上に隆起部を含む蓄電用構成部材１００を用いて実施することも可能であり、その場合
、被覆部材１０６の外壁面部は、蓄電用構成部材１００の端面を構成する。
【００２９】
　被覆部材１０７が有する被覆用壁面部は、蓄電用構成部材１００のそれぞれ正極と負極
の端子部分を構成し、それぞれ正極と負極の端子部分は、蓄電用構成部材１００における
同一極性の電極部分（それぞれ正極と負極の電極部分）と電気的に接続されている。蓄電
用構成部材１００の適正な作動を保証するために、被覆部材１０６は当然ながら互いに絶
縁され、具体的には、被覆部材１０６の管状部材１０４との間に配置された密封材によっ
て絶縁されている。
【００３０】
　被覆部材１０６の各々は、被覆用壁面部の外縁部に設けられたスカート部１０８を含ん
でおり、このスカート部１０８は、本体部１０４の側壁面の周囲を取り囲むようにして当
該側壁面の高さ方向の一部にわたって当該側壁面を部分的に覆っている。
【００３１】
　技術的に優れた点として、筐体１０２（特にその本体部１０４）は、特に側壁面上にベ
ローズ材を含むことが可能である。図面には示されていないがこのベローズ材は、蓄電用
構成部材１００の高さを変動させることを可能にし、それにより、複数の異なる蓄電用構
成部材１００の間で生じ得る高さのバラつきを補完し、そのような機能は特に、様々な構
成部品を製造する際に許容される公差や様々な部品を組み立てた結果生じる組み立て品の
隙間幅と関連している。
【００３２】
　複数の蓄電用構成部材１００は、本発明に係る蓄電モジュール１０の内部において側面



(10) JP 2017-500696 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

部が互いに隣接するように配列されているので、複数の蓄電用構成部材１００のそれぞれ
の長手方向軸は方向と終端位置が揃えられており、複数の蓄電用構成部材１００のそれぞ
れの端面は、本発明に係る蓄電用モジュール１０の外殻部材１２における上側壁面１４お
よび下側壁面１６とほぼ並行となっている。
【００３３】
　上述したように、本発明に係る蓄電モジュール１０の内部において複数の蓄電用構成部
材１００はそれらの上端面と下端面において棒状の導電性部材１１０を用いて２箇所ずつ
が接続されている。これらの棒状の導電性部材１１０の働きにより、複数の蓄電用構成部
材１００は直列に接続されることとなる。言い換えると、ある蓄電用構成部材１００の負
極端子は一方の側に隣接する蓄電用構成部材１００’の正極端子と接続され、ある蓄電用
構成部材１００の正極端子は他方の側に隣接する蓄電用構成部材１００”の負極端子と接
続されることとなる。
【００３４】
　より厳密に言うと、図１において符号１００Ａおよび１００Ｂで示され、末端に位置す
る２つの蓄電用構成部材は、上記とは異なる例外的な構成を有する。すなわち、通常の蓄
電用構成部材１００の各々は、一方の側で隣接する第１の蓄電用構成部材の端面と第１の
棒状導電部材を介して接続される第１の端面と、第１の蓄電用構成部材とは別に、他方の
側で隣接する第２の蓄電用構成部材の端面と第２の棒状導電部材を介して接続される第２
の端面とを含んでいる。末端に位置する２つの蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂに
おいても、第１の端面は、一方の側で隣接する蓄電用構成部材の端面と棒状導電部材１１
０を介して接続されている。しかしながら、末端に位置する２つの蓄電用構成部材１００
Ａおよび１００Ｂにおける上記と反対側の端面は、出力コネクタ１１２を介して出力端子
１１８と接続されており、出力コネクタ１１２の具体的形状は、図２に視覚的に示されて
いる。図１に示す蓄電モジュール１０において、出力コネクタ１１２のようなコネクタは
、末端の蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂの底面部に位置する端面の上に配置され
ている。
【００３５】
　棒状の導電性部材１１０の各々は、例えば、長手方向に延伸するほぼ平坦な平板形状で
あり、具体的には、第１の蓄電用構成部材と重ね合わされる第１部分と第２の蓄電用構成
部材と重ね合わされる第２部分を含み、第１部分と第２部分との間に両者の間を跨って延
びる薄板状部材が設けられる。棒状の導電性部材１１０は、被覆部材１０６の端面上に任
意の溶接手段を用いて溶接することが可能であり、当該溶接手段には、当業者にとって周
知であるレーザー溶接法やＦＳＷ溶接法などが含まれる。
【００３６】
　棒状の導電性部材１１０の各々は、例えば、異なる剛性を有する複数の構成部分から構
成されることもまた可能であるが、そのような構成は本発明を実施するために必須の構成
ではない。その場合、棒状の導電性部材１１０の各々は、具体的には以下のものを含み得
る。
　－互いに隣接する２つの蓄電用構成部材をそれぞれ覆う被覆部材とそれぞれ接着される
ように設計された２つの固い構成部分。
　－上記２つの固い構成部分の間を繋ぐ変形可能な構成部分。
【００３７】
　棒状の導電性部材１１０の各々において変形可能な構成部分が存在することにより、棒
状の導電性部材１１０の折り曲げによる変形を実現可能にし、特に、複数の蓄電用構成部
材１００の高さがそれぞれ異なっていても、複数の蓄電用構成部材１００の上における棒
状の導電性部材１１０の支持状態が保証され、これにより、棒状の導電性部材１１０が蓄
電用構成部材１００に接続している状態を維持するという目的を損なわないようにするこ
とができる。棒状の導電性部材１１０のこのような構成は、蓄電用構成部材１００に対す
る接続の品質を保証する。蓄電用構成部材１００に対する棒状の導電性部材１１０からの
接続が溶接（特に、レーザー溶接法）によって実現されている場合には、このような構成
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は特に技術的優位性がある。何故なら、この技法を用いて溶接を効果的に達成するには、
蓄電用構成部材１００と棒状の導電性部材１１０との間において強い密着状態を保つ必要
があるからである。
【００３８】
　棒状の導電性部材１１０を構成する複数の異なる構成部分が互いに異なる剛性を有する
ようにするには、棒状の導電性部材１１０を平板状に形成した上で、当該平板の厚みを長
手方向に沿って変化させるようにすればよい。具体的には、変形可能な構成部分は、固い
構成部分よりも平板の厚みが小さくなるように薄く成形された部分とすることが可能であ
る。さらに、上記のような構成は、棒状の導電性部材１１０における中央部分を折り曲げ
たり撓みを持たせたりすることによって実現されてもよい。さらに、棒状の導電性部材１
１０は、複数のシート状部材を重ね合わせた上で、複数のシート状部材の端部同士を（特
に溶接により）相互接続することによって形成されてもよく、あるいは、複数本の鋼線を
撚り合わせることによって形成されてもよい。それにより、棒状の導電性部材１１０が蓄
電用構成部材１００と接続していない領域部分においても、棒状の導電性部材１１０に良
好な可撓性を与えることが可能となる。
【００３９】
　出力コネクタ１１２は、一部についてＬ字型に似た形状となるように構成され、蓄電用
構成部材１００の端面の上に配置され、当該端面に対して溶接されるように設計された第
１壁面部１１４を含む。また、出力コネクタ１１２は、第１壁面部に１１４に対してほぼ
垂直となるように設けられ、蓄電用構成部材１００の端面に向けて設けられ、出力コネク
タ１１２が蓄電用構成部材１００に取り付けられた際に、その一方の面が蓄電用構成部材
１００から見て外側に面している第２壁面部１１６を含む。さらに、出力コネクタ１１２
は、出力コネクタ１１２の第２壁面部１１６から突き出したほぼ円筒形状の出力端子１１
８を含んでいる。出力端子１１８は、蓄電モジュール１０または外殻部材１２の側壁面上
に設けられた開口部２０に嵌合するように設計されている。
【００４０】
　図２においても示されるように、出力コネクタ１１２または棒状の電電性部材１１０は
、蓄電用構成部材１００の上に配置されるように設計された構成部分において薄板状に形
成された領域１１９を含むことができ、これにより、出力コネクタ１１２または棒状の電
電性部材１１０を蓄電用構成部材１００上に溶接することが容易となり、溶接操作は、棒
状の電電性部材１１０の薄板状に形成された領域１１９において実行される。
【００４１】
　本発明に係る蓄電モジュール１０は、複数の電気的絶縁部材１２０を含んで構成され、
電気的絶縁部材１２０の各々は、対応する一つの棒状導電性部材１１０と関係付けられて
いる。この目的のために、電気的絶縁部材１２０の各々は、底面部１２２とリム部１２４
を含み、リム部１２４は、底面部１２２の周囲を囲み、棒状導電性部材１１０によって接
続された蓄電用構成部材１００の端面に沿うように当接している。実際には、電気的絶縁
部材１２０は、複数の蓄電用構成部材１００を接続する棒状導電性部材１１０の上に重ね
るようにして配置されている。従って、底面部１２２は、蓄電用構成部材１００の端面お
よびこれと関係付けられた棒状導電性部材１１０に対して並行である一方、リム部１２４
は、２つの隣接する蓄電用構成部材１００の側壁面の周囲を当該側壁面の高さ方向に一部
にわたって取り囲むように形成され、特に、蓄電用構成部材１００の各々が有する被覆部
材１０６のスカート部１０８を覆うように寸法が定められている。電気的絶縁部材１２０
の各々は、棒状導電性部材１１０を介して接続された２つの隣接する蓄電用構成部材１０
０に対して相補的となる形状を有していることにより、リム部１２４は、上述した蓄電用
構成部材１００が有する被覆部材１０６のスカート部１０８に沿って延伸するように構成
される。図１に示すように、複数の電気的絶縁部材１２０は、本発明に係る蓄電モジュー
ル１０に設けられた棒状導電性部材１１０の各々と関係付けられているので、複数の蓄電
用構成部材１００の上端面と下端面に配置されるが、上記のような電気的絶縁部材１２０
は、特定の棒状導電性部材１１０とのみ関係付けられる（２つの棒状導電性部材１１０に
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対して１つの電気的絶縁部材１２０を関係付けるなど）ようにしてもよく、そのような構
成においても複数の蓄電用構成部材１００を互いに絶縁することが可能となる。
【００４２】
　本発明に係る蓄電モジュール１０は、２つの追加的な電気的絶縁部材１３０を含んでお
り、当該２つの追加的な電気的絶縁部材１３０は、出力コネクタ１１２の各々とそれぞれ
関係付けられている。さらに、当該２つの追加的な電気的絶縁部材１３０は、リム部１３
４と底面部１３２とを含み、リム部１３４と底面部１３２は、出力コネクタ１１２の第１
壁面部の上に重ね合わせるように配置され、対応する蓄電用構成部材１００Ａおよび１０
０Ｂの上に重ね合わせるように配置されている。さらに、当該２つの追加的な電気的絶縁
部材１３０は、対応する蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂが収容される窪み部分の
外殻を構成する椀構造部分を形成する。従って、当該２つの追加的な電気的絶縁部材１３
０の各々は、蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂのいずれか一方のみの周囲を取り囲
むように形成され、蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂの両者を結合させた状態で取
り囲むようには形成されない。リム部１３４は、蓄電用構成部材１００Ａまたは１００Ｂ
の側壁面に沿って延伸するように形成され、出力コネクタ１１２の第２壁面部の外側表面
に沿って延伸するように形成されており、この目的のために、図１に示すように、小さな
撓み部分１３６を含んでいる。この出力コネクタ１１２に沿って延びるリム部１３４は、
蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂの各々が有する被覆部材１０６のスカート部１０
８を覆うことができるが出力端子１１８は覆わないように選択された高さを有しているの
で、外殻部材１２の開口部２０内に出力端子１１８を嵌め込むのを妨げないようにしてい
る。
【００４３】
　電気的絶縁部材１２０と電気的絶縁部材１３０の各々は、プラスチック製であり、具体
的には、ポリプロピレン等のような熱可塑性のある素材でできている。特に、電気的絶縁
部材１２０と電気的絶縁部材１３０の各々は、例えば、約２５０μｍ程度の厚みを持ち、
熱成型処理されることにより充分に薄く作られたポリプロピレン製フィルム材から構成さ
れていてもよい。
【００４４】
　図１に示すように、本発明に係る蓄電モジュール１０の下部において、棒状の導電性部
材１１０の各々または出力コネクタ１１２とこれらに関連する電気的絶縁部材１２０およ
び１３０との間に平板状絶縁材１４０および１４２が介装される。これらの平板状絶縁材
１４０および１４２は、ＥＰＤＭ等のような熱伝導性が高く、電気的な絶縁性を有する素
材でできている。一実施形態において、このような平板状絶縁材（１４０，１４２）は、
本発明に係る蓄電モジュール１０の下端部においてのみ配置されることにより、当該蓄電
モジュール１０の放熱面を構成するようにしてもよいが、当該平板状絶縁材（１４０，１
４２）は、蓄電モジュール１０の上部において、棒状の導電性部材１１０の各々または出
力コネクタ１１２とこれらに関連する電気的絶縁部材１２０および１３０との間に介装さ
れるようにしてもよい。
【００４５】
　これらの平板状絶縁材１４０および１４２の各々は、電気的絶縁部材１２０および１３
０の底面部の外形形状にピッタリと当接するように形成され、さらにこれらと関連する棒
状の導電性部材１１０または出力コネクタ１１２の形状にピッタリと当接するように形成
されている。平板状絶縁材１４０および１４２の上記のような構成は、電気的な絶縁性を
向上させることを可能にすると共に、蓄電用構成部材１００によって生じる発熱量を蓄電
モジュール１０の外部へと放熱することを可能にする。平板状絶縁材１４０および１４２
の熱的作用特性は、電気的絶縁部材（１２０，１３０）の外側よりも内側において効果的
であり、その理由は、平板状絶縁材１４０および１４２の素材が、電気的絶縁部材（１２
０，１３０）の素材よりも優れた放熱物質だからである。平板状絶縁材（１４０，１４２
）を電気的絶縁部材（１２０，１３０）の内側に配置するようにした構成は、（平板状絶
縁材（１４０，１４２）を電気的絶縁部材（１２０，１３０）の外側に配置した場合と比
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べて）平板状絶縁材（１４０，１４２）を形成する素材の量を節約することを可能にする
。さらに、平板状絶縁材（１４０，１４２）を設けることにより、蓄電用構成部材１００
と電気的絶縁部材（１２０，１３０）との間における微小な放電現象の発生を回避するこ
とが可能になる。
【００４６】
　蓄電用構成部材１００と外殻部材１２との間における絶縁を完全なものとするために、
本発明に係る蓄電モジュール１０は、薄片状に形成された絶縁用発泡材２２をさらに含ん
でいてもよく、当該薄片状の絶縁用発泡材２２は、外殻部材１２の側壁面１８に隣接する
蓄電用構成部材１００の周囲に巻き付けられていることにより、外殻部材１２の側壁面１
８から蓄電用構成部材１００を電気的に絶縁している。さらに、上記のような薄片状の絶
縁用発泡材は、外殻部材１２の上端面１４の内側表面に貼付されるようにしてもよいが、
本発明の実施に際して、そのような構成は必ずしも必要ではない。
【００４７】
　さらに、外殻部材１２の側壁面１８は、その内側表面上に少なくとも一つの電子カード
２４を把持するようにしてもよい。この電子カード２４は、図示されないケーブル配線に
よって複数の蓄電用構成部材１００と電気的に接続されている。これにより、特に、複数
の蓄電用構成部材１００の間の均衡をとることが可能となり、その結果、複数の蓄電用構
成部材１００は、可能な限り均等に電気を放電するようにすることができる。
【００４８】
　さらに、本発明に係る蓄電モジュール１０は、ほぼ垂直方向に設けられた複数本の棒状
部材から成り、複数の蓄電用構成部材１００の間に配置された補強用部材２６を含んでい
てもよく、補強用部材２６を構成する複数の棒状部材は、本発明に係る蓄電モジュール１
０の上側壁面１４と下側壁面１６を接続しており、それにより、本発明に係る蓄電モジュ
ール１０の力学的な強度を補強している。
【００４９】
　以下、図１に示す蓄電モジュール１０を製造するための製造方法について説明する。ま
ず最初に、２つの蓄電用構成部材１００から成る対が形成され、蓄電用構成部材１００の
各対は、棒状の導電性部材１００を用いた溶接により２箇所ずつが接続される。出力コネ
クタ１１２と末端に位置する２つの蓄電用構成部材１００Ａおよび１００Ｂとの間の接続
も溶接により同様にして実施される。
【００５０】
　続いて、平板状絶縁材（１４０，１４２）が電気的絶縁部材（１２０，１３０）の内部
に配置された際に、電気的絶縁部材（１２０，１３０）における窪み構造部分の中に平板
状絶縁材（１４０，１４２）が配置され、電気的絶縁部材（１２０，１３０）に設けられ
たリム部（１２４，１３４）によって平板状絶縁材（１４０，１４２）が取り囲まれるこ
ととなるように、平板状絶縁材（１４０，１４２）を電気的絶縁部材（１２０，１３０）
内に配置する。平板状絶縁材（１４０，１４２）は、電気的絶縁部材（１２０，１３０）
の底面部の外形形状と同一の形状となるように事前に切り出されている。
【００５１】
　続いて、平板状絶縁材１４０が取り付けられた電気的絶縁部材１２０は、棒状の導電性
部材１１０によって相互に接続された一対の蓄電用構成部材１００に取り付けられ、それ
により、棒状の導電性部材１１０の上に重ね合わされ、リム部１２４は、蓄電用構成部材
１００の側壁面の高さ方向の一部に沿って延伸する。さらに、平板状絶縁材１４２が取り
付けられた電気的絶縁部材１３０は、出力コネクタ１１２が取り付けられた末端の蓄電用
構成部材（１００Ａ，１００Ｂ）に取り付けられ、それにより、出力コネクタ１１２の上
に重ね合わされ、リム部１３４は、末端の蓄電用構成部材（１００Ａ，１００Ｂ）の側壁
面の高さ方向の一部に沿って延伸する。
【００５２】
　続いて、電気的絶縁部材（１２０，１３０）が取り付けられた複数の蓄電用構成部材１
００は、上下が反転させられた上で、外殻部材１２の下側壁面を構成する一方の壁面部１
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６の上に側面部同士が互いに隣接するように配置され、その際、末端の蓄電用構成部材（
１００Ａ，１００Ｂ）は、各蓄電用構成部材１００の出力端子を外殻部材１２の側壁面１
８に設けた開口部２０と位置合わせするのに好都合な位置を占めるようにする。代替的に
、電気的絶縁部材（１２０，１３０）が取り付けられた複数の蓄電用構成部材１００を側
面部同士が互いに隣接するように配置した上で、これらの蓄電用構成部材１００の上から
外殻部材１２の下側壁面１６を取り付け、このようにして組み上がった構造全体を上下反
転させるようにしてもよい。
【００５３】
　続いて、棒状の導電性部材１１０が互いに結合された一対の蓄電用構成部材１００の上
端面に溶接されることで、下側端面において棒状導電性部材１１０を介して一方の側で隣
接する蓄電用構成部材１００’と接続済みである蓄電用構成部材１００は、上側端面にお
いて他方の側で隣接する蓄電用構成部材１００”とも接続されることとなる。その結果、
複数の蓄電用構成部材１００の全ては、図１に示す蓄電モジュール１０の出力端子１１８
間において直列となるように電気的に接続されることが可能となる。さらに、電気的絶縁
部材１２０もまた、複数の蓄電用構成部材１００の上側端面に配置されるので、電気的絶
縁部材１２０の各々は、棒状導電性部材１１０の各々と関係付けられる。棒状の導電性部
材１１０を溶接するのに先立って、出力端子１１８を外殻部材１２の側壁面１８および開
口部２０と予め位置合わせしておく処理ステップを実行することもまた可能である。
【００５４】
　続いて、複数の蓄電用構成部材１００に薄片状に形成した絶縁用発泡材２２が巻き付け
られ、複数の蓄電用構成部材１００の間に補強用部材２６を構成する複数の棒状部材が配
置される。続いて、外殻部材１２の側壁面１８が配置され、側壁面１８の上には側壁面１
８の上で担持されることになる様々な構成部品（開口部２０に出力端子１１８を収容した
場合に流体密封性を発揮する電子カード２４など）が予め取り付けられている。最後に、
本発明に係る蓄電モジュール１０の外殻を構成する壁面部材１４、１６および１８が組み
立てられ、補強用部材２６が取り付けられる（例えば、補強用部材２６を構成する複数の
棒状部材を外殻部材１２の上側端面と下側端面からネジ込む）。
【００５５】
　以上のようにして、本発明に係る幾つかの実施形態に従って構成される蓄電モジュール
１０は、従来の蓄電モジュールと比べて製造コストを抑制しながらも、蓄電モジュール１
０内部において蓄電用構成部材とモジュール１０の外殻部分との間の良好な絶縁性を保証
することができる。
【００５６】
　本発明に係る蓄電モジュール１０は、添付図面を参照しながら上述した幾つかの実施形
態を変形して得られる数多くの変形実施形態を含むことができ、これらの変形実施形態は
依然として本願で特許請求される技術的範囲内に含まれる。例えば、蓄電用構成部材、コ
ネクタ類棒状導電性部材などの外形形状は、上記の実施形態において記載された形状だけ
に限定されない。さらに、電気的絶縁部材の各々は、必ずしも、棒状導電性部材のおよび
出力コネクタの各々と関係付けられる必要性はない。また、電気的絶縁部材を形成するた
めに選ばれた素材によっては、平板状絶縁材を電気的絶縁部材と組み合わせることができ
ない場合もあり得ることにも留意されたい。また、平板状絶縁材は、蓄電モジュール１０
の外殻部材と電気的絶縁部材との間に介装するようにしてもよいのである。蓄電モジュー
ル１０の外殻を構成する壁面部は、上述した実施形態とは異なる他の構成で形成されてい
てもよく、例えば、幾つかの壁面部材が連続的に一体成型されていてもよい。上述した補
強用部材や薄片状の絶縁用発泡剤や電子カードもまた任意付加的な構成である。これらの
構成要素は、図１を用いて上述した構成とは異なる構成を有するようにしてもよい。
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